
2000年(平成12年)NO.1029 れ手賀沼えよみが
千葉県湖沼水質保全計画 15昭/e
による年平均目標COD値

平成11年8月、月平均COD値 22昭/e
保水場所:手貿沼公園i中

(仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

平成12年8月、月平均COD値 8.7昭/e
保水油所:手貿沼公岡沖

割安

で
、
手
口
出
公
凶
は
市
民
の
思
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
場
所
に
建
つ
セ
ン
タ

ー
は
、
我
孫
子
の
歴
史
、
文
化
、

自
然
を
立
識
し
て
設
計
さ
れ
ま
し

た
。例

え
ば
届
上
緑
地
は
、
周
聞
の

自
然
に
浴
け
込
む
よ
う
な
緩
い
傾

斜
の
丘
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
芝
生

や
低
木
を
柄
、ぇ
、
公
園
の
続
き
と

し
て
気
慨
に
利
川
で
き
、
凶

」

季
を
通
じ
て
手
釘
泊
の
UM色

一
を
眺
め
た
り
、
天
体
制
察
も

一
で
き
ま
す
。

ー
一

特
色
の
二
つ
回
は
、
凶
刊

日

館
と
公
民
館
と
い
う
興
な
る

」

機
能
の
実
品
設
で
あ
る
内
…

一
で
す
。
二
つ
を
結
ぶ
ス
ト
リ

一
l
ト
(
通
路
)
は
、
新
た
な

一
生
雄
学
習
へ
の
き
っ
か
け
の

一
場
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
コ

一
ミ
ユ
ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン
の
場
と

一
も
な
り
ま
す
。

一

さ
て
、
併
さ
ん
は
ど
の
よ

一
う
に
施
設
を
利
川
す
る
で
し

一
ょ
う
か
。

ー
一

ほ
ヒ
か
ら
野
山
制
-M小
を
し

て
凶
代
日加
で
品
名
を
硝
認
す

(
イ
メ
ー
ジ
)
る
、
グ
ル
ー
プ
で
絵
を
揃
い

市
で
は
、

2
0
0
2年
4
月
の
開
館
を
め
ざ
し
て
誼
設
し

て
い
る
(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
特
色
を
い
か
し
、
親
し
み
ゃ
す
い
名
前
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
手
釘

沼
公
凶
の
隣
に
、
凶
作
館
と
公
民

館
機
能
を
持
つ
複
合
施
設
と
し
て

陸
設
し
ま
す
。
辿
物
は
2
附
砧
て

で
、
延
べ
床
而
加
は
約
4
4
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
。

セ
ン
タ
ー
の
特
色
の

一
つ
は
、

立
地
環
境
で
す
。
手
引
沼
の
ほ
と

り
は
、
志
賀
直
哉
な
ど
の
文
人
が

住
ん
だ
文
化
の
持
り
日
い
と
こ
ろ

h
v
1
階
西
側
入
口
か
ら
見
た
ス
ト
リ
ー
ト
部
分

9.16 
我孫子市役所総務部広報室

(仮称)生涯学習センター完成予想図(北側から)

一般図書スペース

ヤング'AVマルチ
メディ7コーナ四

た
あ
と
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
、
作
業
立
で
誠
一
刷

会
の
資
料
を
印
刷
し
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
仕
上
げ
る
、
手
幻
出
公

闘
の
散
策
後
に
工
芸
工
作
室
で
の

陶
芸
作
り
を
眺
め
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
ス
ト
リ
ー
ト
に
参
節

ご
と
の
飾
り
付
け
を
す
る
:・

皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
利
用

方
法
か
ら
、
愛
称
を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

愛
称
は

H

お
ぼ
え
や
す
く
親
し

旧
月
か
ら
、
白
成
以
上
の
方
の

み
や
す
い
名
前
H

で
あ
れ
ば
、

出
介
護
保
険
料
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

・
午
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、

ロ
介
護
似
険
に
か
か
る
賀
川
は
、

ー
マ
宇
を
川
わ
ず
ど
の
よ
う
な
も
同

・
県

・
市
か
ら
の
公
授
と
、
刊

の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
成
以
上
の
方
が
負
担
す
る
保
険
料

方
の
応
誌
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・で
附
わ
れ
ま
す
。

(表
1
参
照
)

応
募
資
格

市
内
に
住
民
怪
鋭
、

白

歳
以
上
の
方
が
負
担
す
る
市

外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
の
平
均
的
保
険
料

(基
準
額
)
は、

選
考
方
法

市
民
等
で
榊
成
す
る

一
人
当
た
り
年
初
3
万
1
9
0
0

愛
体
選
考
委

μ会
で
保
用
作
品
を
円
で
す
。

(
県
内
の
平
均
保
険
料

選
考
し
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
は
、

3
万
2
4
0
6円
)

す
(
探
聞
さ
れ
た
方
に
は
表
彰
状
負
担
軽
減
の
た
め
、
平
成
ロ
年

と
い
山
念
仏
を
附
以
)

4

川
か
ら
9
川
ま
で
の
下
位
・
川
は

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
保
険
料
を
徴
収
せ
ず
、

ロ
年
同
バ

キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
E
メ

ー

か

ら

日
年
9
川
ま
で
の
1
年
川
は

ル
で
、
愛
称
、
名
付
け
た
開
山

、

本

米
の
似
険
料
相
仙
の
半
制
を
徴
収

郵
便
併
ひ
、
住
所
、
氏
名
、
氾
訴
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ほ
年
度
、

併
号
を
明
記
し
、
同
月
引
日
(
火
)
日
年
度
、

同
年
度
で
は
、
保
険
料

組
が
異
な
り
ま
す
。
(表
2
参
照
)

品
目
さ
ん
に
ご
れ
担
い
た
だ
く
保

険
料
は
、
所
特
等
に
応
じ
て
5
段

階
に
分
か
れ
ま
す
。
(表
3
参
照
)

※
保
険
料
の
釦
な
ど
に
つ
い
て
は、

9
月
中
に
郵
送
で
被
保
険
悼
勺
人

ひ
と
り
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

ま
で
に
、
技
孫
子
1
6
8
4
救
育

委

μ会
社
会
教
行
政
「
生
泥
半
世

セ
ン
タ
ー
愛
称
係
」

宮
(お
)
1
1

5
1
、
回
(
位
)
5
8
6
7、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
ζ
美
己
T
〕

3
5
E
@

円
工
〕
三

σ

一r0・n
z
E
之司
へ

※
応
非
は

一
人
1
案
と
し
ま
す

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

全
国凶困
勢 ー 勢
制汁別
子f.~三子E
は刊rヵマ目、

}~ 我全 10
が土J=J
1，111 '0 1 
4こ口
f七に

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
る
、
以
も
訟
本
的、

大
鋭
校
な

訓
慌
で
す
。
結
果
は
、
引
佐
紀
の

日
本
を
日
脱
出
す
る
よ
で
大
変
量

裂
な
役
割
を
来
た
し
ま
す
。

別
措

μが
、
9
月
お
日
か
ら

却
日
ま
で
に
別
笠
間
町
を
配
布
し
、

山
月
9
日
ま
で
に
回
収
し
ま
す
。

納
付
の
方
法
は

保
険
料
の
納
め
万
は
、
特
別
徴

収
と
将
通
徴
収
の
一一
つ
で
す
。

特
別
徴
収
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
す
る
万
法
で
す
。
-
州
に
支
払

わ
れ
る
年
金
か
ら
、

2
カ
刀
分
ず

つ
ま
と
め
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
天
引
き
さ
れ
る
方
は
、

老
的
年
金

・
退
職
年
金
の
釦
が
年

制
凶
万
円
以
上
の
方
で
、
そ
れ
以

外
の
方
は
M
u
迎
徴
収
に
な
り
ま
す
。

山
川

H

通
徴
収
は
、
市
が
納
付
牲
を

送
付
し
、
金
融
機
凶
の
窓
口
払
い

や
口
座
崎
勝
で
納
め
る
方
法
で
す
。

f暴

料。 。
普
通
徴
収
の
場
合
、

口
座
振
替

に
よ
る
納
付
が
便
利
で
す

叫
一
川
辺
徴
収
の
方
に
は
、
保
険
料

の
お
知
ら
せ
を
卵
送
す
る
際
、
口

座
指
科
巾
込
杵
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
漉
支
援
加
医
山
町

介
串
係
官
(訂
)
1
1
1
1

& 

A 

を
払
う
の
で
す
か
?

A
保
険
料
は
、
年
金
や
給
与
な
ど
、

す
べ
て
の
収
入
を
誌
に
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
収
入
が
少
な
い
万
に

過
大
な
釘
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

保
険
料
を
5
段
附
と
し
て
い
ま
す
。

J 
F、

管
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
ご
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
作

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
部
宮
(
お
)

Il--内
線
3
7
9

人

な
お
、
災
害
や
経
済
的
な
事
情

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

雌
し
い
場
合
は
、
保
険
料
の
減
免

が
う
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
介
護
支
援
誠
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Q
夫
婦
ニ
人
の
場
合
、
ニ
人
分
の

保
険
料
を
払
う
の
で
す
か
?

A
介
護
保
険
で
は
、
白
成
以
上
の

方
は
す
べ
て
被
保
険
者
で
す
の
で
、

ご
夫
制
そ
れ
ぞ
れ
が
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
何
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
れ
ば

い
い
の
で
す
か
?

A
む
成
以
上
の
方
は
、
介
護
が
必

実
に
な
れ
ば
、
何
践
で
も
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

保
険
判
も
、
年
齢
に
凶
わ
ら
ず

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ち土
J
F

るす存北
ノ、カf庖

吋と

本人の所得状況等 計算式 12年度 13年度 14年度

生活保護の受給者、 基準額
老齢福祉年金受給者で × 3，900円11，900円15，900円
世帯全員が住民税非課税 0.5 

基準額
世帯全員が住民税非課税 × 5，900円17，900円23，900円

0.75 

本人が住民税非課税 基準額 7，900円23，900円31，900円

本人が住民税を課税され 基準額
合計所得金額が250万円 × 9，900円29，900円39，900円
未満 1.25 

本人が住民税を課税され 基準額
合計所得金額が250万円 × 11，900円35，900円47，900円
以上 1.5 
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布
調 f在
左塑
白百
転の
車 自
駐車云
車車
場馬主
ほ車
盟主易
??が

』 春多
車云

布
佐
駅
を
自
転
車
で
利
川
す
る

押
さ
ん
の
利
似
を
阿
る
た
め
、

川

月
1
日
(
口
)
に
取
口
駅
前
に
自
転

車
駐
車
場
を
新
政
し
ま
す
。

現
在
の
自
転
車
駐
車
場
の
収
容

台
数
は
2
5
0台
で
す
が
、
新
し

一-‘= f!J d努第1029号

い
自
転
車
駐
車
場
に
は
、
4
5
0

台
の
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
収
容
で

き
ま
す
。

今
回
の
自
転
車
駐
車
場
の
蛙
怖

を
契
機
に
、
駅
周
辺
の
放
問
自
転

車
の
桝
消
に
む
け
て
、

一
府
の
ご

9月21日(木)から30日(土)まで

秋の全国交通安全運動
悲惨な交通事故をなくそう

9
月
引
日
(
木
)
か
ら
却
日
(土
)

ま
で
の
同
日
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
迎
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
と
静
察
折
、
交
通
安
令
協
会
、

安
全
巡
紙
作
理
者
協
漉
会
で
は
、

交
通
安
全
迎
動
を
削
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
今
年
は
湖
北
台
地

区
で
パ
レ
ー
ド
や
終
刊
な
ど
の
も

よ
お
し
を
行
い
ま
す
。
(
下
表
参

照
)8

月
引
円
現
布
、
川
以
内
の
交
通

耶
故
死
者
数
は
2
6
9人
で
、
金

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
現
有
の
自
転
車
抗
町
場

の
利
川
は、

9
月
知
日
(
臼
)
ま
で

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

交
通
撚
仙
訓
告

(お

)1
1
1
1内
線
3
3
0

~ o 
成田線

V往信ハガキ裏

不妊・去勢手術助成 (申込書)

1.申込者の住所

2.申込者の氏名
3.申込者の電話番号
4犬・猫、オス ・メスの別

5動物の名前・年齢・毛色
6.犬の場合，~平成1 2年度の狂犬病
予防j主射清票番号

手術を希望する動物病院で、病院名・

獣医師名・住所・電話番号のあるゴ

ム印を押印

V返信ハガキ裏

1.犬・猫、 オス・メスの別

2動物の名前・年齢・毛色
3犬の場合，~平成12年度の狂犬病
予防注射清票番号

手術を希望する動物病院で、病院名・

獣医師名・住所・電話番号のあるゴ
ム印を押印

5ω以上

↓ 
※返信ハガキの表に，~、申込者の郵便
番号、住所、氏名を記入

侍ー我孫子

犬と猫の

国
ワ
ー
ス
ト
3
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
2
人
の
方
の
品
川

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
引
放
は

一
瞬
に
し
て
、
幸

せ
な
・米
山
出
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
l
ル
を
守
り
、
設
り
〈
け
い
の

気
持
ち
で
、
交
迎
収
放
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
交
通
税
制

加
古
(お
)I
l
l
-
、
政
孫
下
粋

察
将
官
(但
)
0
1
1
0

. .・。

不妊・去努手術に肪戚

千
…
梨
県
以
医
師
会
と
千
山
梨
叫
動

物
保
雌
竹
組
協
会
で
は
、
犬
と
紡

の
不
妊

・
去
勢
手
術
白
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

飼
い
主
の
身
勝
手
か
ら
、
抗
て

ら
れ
た
り
、
収
作
さ
れ
た
り
す
る

不
帯
な
犬
や
約
は
、
年
川
約
2
J
h

副
も
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
、
万

%
以
上
が
子
犬
や
子
机
で
す
。

子
犬
や
子
柿
が
生
ま
れ
た
ら
囚

る
方
、
生
ま
れ
で
も
行
て
ら
れ
な

い
方
は
、
必
ず
不
妊

・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

助
成
額

l
mあ
た
り
5
0
0
0

秋の突通安室運動のもよおし
O交通安全運動パレード

日時・場所 9月21日(木)午前9時30分
から10時10分、湖北台1丁目(力スミス

トアー湖北庖駐車場)から同8丁目(パ

ーミヤン我孫子湖北台庖付近)

内容 警察白バイ隊、恵愛保育園幼児マ

ーチング隊によるパレード (雨天中止)

O交通安全落語

日時・場所 9月21日(木)午前10時30分、
湖北台近隣センター(入場無料)

出演 山遊亭金太郎さん(市内在住)

問い合わせ 市役所支通整備課n(85)11
11、我孫子警察署吏通謀公(82)0110

ヴ -fJ'~ さんヘ

Oわき見運転とスピードの出しすぎに注意 l

間もなく行楽シーズン。ゆとりを持って安
全運転を。
。シートベルトやチャイルド

シートの正しい着用を l

大切な命を守るため‘着用
は正しく。
@ヘッドライト，t早めに点灯!

秋は日没が早まります。ヘッドライ卜の点

灯はお早めに。

。違法駐車はみんなが迷惑 !

「少しだけなら ..Jと駐車したあなたのク

ルマが‘大きな事故の原因になることも -。
自IS-'I円の皆さんへ

。歩行者の立場で安全運転を !

自転車は.クルマやバイクと同じ「車両J
です。歩行者の通行を妨げない運転を。

。夜間の走行はライトを点灯して

歩行者やクルマに自分の存在をアピーjレ。

歩行者の告さんヘ

。明るい色の服装で

裏道を歩くときには、明るい服装や反射材

などを身につけて。

。道路を横断するときは

横断は、遠回りでも横断歩道や信号機のあ

る場所で。

円

(一

…世

W
l到
に
限
る
)

助
成
数

9
6
o
m桂
皮
(
応

必
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

希

出
の
動
物
病
院
(
県
川
医
師
会

会

μ)
と
相
談
し
、
税
引
制
ハ
ガ

キ
に
必
袈
引
羽
(
左
図
参
照
)

を
明
記
し
、

9
月
初
日
(
ぷ
)
か

ら
お
日
(
火

・
消
印
桁
効
)
ま

で
に
一T
2
6
0
|
O
0
2
1千

葉
市
中
央
区
新
宿
2
の
9
の
7

結
城
野
ピ
ル

1
階
(社
)
千
梨
県

川
医
師
会
宮
0
4
3
(2
4
2
)

1
0
4
7
へ

(空繍)

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

「父
と
子
の
関
わ
り
を
考
え
る
」

一知
則
μ
入
学
教
般
)

定
員

先

泊

1
8
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県女'I'tセンターフェスティパル

写真 ・書・絵画作品を募集

女性のための文化祭

日
時

同

月

同

U
(土
)午
後
1
時

泊
分
か
ら
4
時
初
分

(参
加
ω
燃
料
)

場
所

き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
(
柏
市
柏
の
お
)

内
容

鵠
演

「子山
川
ち
、
知
育
ち

1
打
ち
を
支
え
る
た
め
に
1
」
訓

て
る
b
q
か

師
・:
小
林
雌
税
さ
ん
(
千
葉
明
徳

豪
雨
-vmm水
の
と
き
同
旭
下
室
陪
危
限
E

昨
年
の
梅
刷
時
の
豪
州
に
よ
り
、

制
問
市
で
は
地
ド
1
附
の
飲
食
闘

の
火
性
問

μが
逃
げ
起
れ
て
水
死

し
、
点
以
都
新
山
川
区
で
は
い
必
水
し

た
住
宅
の
地
下
な
の
綿
子
を
けんに

行
っ
た
別
性
が
木
死
し
ま
し
た
。

地
ド
を
に
流
れ
込
ん
だ
ぷ
は
、

一
瞬
に
し
て
地
下
室
を
木
没
さ
せ

ま
す
。
豪
雨
時
に
は
、
地
下
室
に

は
入
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
避
雌
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
地
下
去
を
所
ト
引

・
竹
思

し
て
い
る
万
は
、
日
ご
ろ
か
ら
緊

急
時
の
避
雌
方
法
な
ど
を
椛
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

叫
庁
住
築
指
羽
川

辿
築
防
災
旺
宮
0
4
3
(2
2
3
)

司
U
1
ム

R
u
q
u

改柴
選崎
に土
ょ型

皇量
交霊
各議
、宣」企』
打亨 ~

の委
縦員
覧の

-
J
3一
〈
一
川
叶

K仁

"ι
トに

、
q
t
H
H
内

Y
E
l

l
u
A
h
v
判
官
p
-
b
F
山.平
2
司

法
印
節
1
i
9
Hゲ
)
節
目
A

条
第
1

刑
制
の
胤
主
に
よ
る
政
孫
子
加
山
川

州
ぃ
市
長
柴
附
ト
し
地
似
州
幣
川
市
議

会
の
委
は
の
巡
紘
一
a

則
什
を
け
川
口

H
と
定
め
ま
し
た
の
で
、
ト
し
地
-M

阿
務
理
法
施
行
令

(
附
利
却
化
・
政

令
第
仰
円
ゲ
)
第
初
条
の
規
定
に
よ

り
作
成
す
る
選
や
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

9
バ
初
日
(
水
)
か
ら

ゆ
川
3
H
(火
)
午
前
8
時
泊
分
か

ら
午
後
5
時

(k
-
け
川
明
日
も
行

い
ま
す
)

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

牧
則
一紘
空
白
)
i
l
l
-

募
集
内
容
写
真
の
部
・
:
テ
l
マ

①
魅
力
・
一
礼
力

・
活
力
に
あ
ふ
れ

た
仰
い
て
い
る
火
性
の
安

φ
κ

性
が
写
し
た
「
ち
ぱ
の
姿
」
(内

川
ま
た
は
カ
ラ
ー
の
四
つ
切
り
判

か
ワ
イ
ド
凶
つ
切
り
判
。
印刷写山バ

は
不
可
)

絵
画
の
部
・
:
テ
l
マ

向
山
(
油
絵
ま
た
は
水
彩
州
日
号

以
上
叩
サ
以
内
)
密
造
の
部
:
・

テ
l
マ
向
由
(
小
州
仙
半
切
以
内
。

た
だ
し
、
県
日
出
サ
イ
ズ
は
可
。
縦

長
使
刷
に
限
る
)

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

応
募
資
格

県
内
夜
住

・
夜
勤

・

lメ.

"可

下
ル
渋
川
れ
小
ま
ら
づ
く
り
・
す
ま

い
づ
く
り
フ
ェ

ア
主
行
委

μ会

で
は
、
下
柴
山
を
ふ
る
さ
と
と

し
て
供
出
す
る
皆
さ
ん
に
、
よ

すまいづくり設計コンペ

集募ロ
ロロめ

在
学
の
女
性
(
写
去
の
部
の
テ
ー

マ
①
は
山
性
も
可
)

募
集
期
間

9
月
初
日
(
火
)
か
ら

旧
日
月

1
日
(
日
)

募
集
要
項
配
布
場
所

市
役
所
山

女
共
川
参
同
姐
当
、
作
公
民
館

・

市

M
H川
町
川

応
募
先

・
問
い
合
わ
せ

災
訓
の

応
必
川
紙
に
必
市
町
市
柄
引
を
明
記
し
、

干

2
7
7
1
0
8
8
2柏
市
柏
の

お
4
の
3
の
ー
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県

民
プ
ラ
ザ
内
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ

ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

屯
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
訓
出
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
附
、
氾
日
待
日ゲ

を
別
記
し
、
山
川
4
H
(水
)
ま
で

に
千
必
県
教
行
げ
ボ
葛
飾
山
保
所

「
チ
行
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
係
官
0

4
7
(
3
6
1
)
4
1
0
3
固

0

4
7
(
3
6
8
)
5
3
1
6
へ

り
良
い
住
ま
い
を
提
供
す
る
た

め、

「
す
ま
い
づ
く
り
設
川
コ

ン
ペ
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
の
設
J
A
A組
は
、

「
下

必
の
胤
仁
に
A
H
っ
た
長
持
ち
す

るんぷ
」
で
す
。

資
料
開
求
・
応
募
先

一T
2
6

0
1
0
0
1
4千
柴
山
中
火
ば

本
下
ル
栄
町
日
の
1
千
必
県
仲
間
宅

供
給
公
社
企
同
組
内
千
栄
叫
ま

ち
づ
く
り

・
す
ま
い
づ
く
り
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
が
務
局
へ

資
料
請
求
期
限

9
月
均
一
日

(
全
)

応
募
期
間

9
川
お

H
(川
)
か

ら
ゆ
け
白
川
川

「
・ぺ

-nnyカ
d

1

4l

'
L

-
r
I
'
J
1
%』

問
い
合
わ
せ

千
応
川
先
住
宅
供

給
公
社
全
両
ぷ

2
0
4
3
(
2

2
7
)
5
1
6
2ま
た
は
県
庁

住
定
訓
告
0
4
3
(
2
2
3
)

3
2
2
6
-
k
・
l
-
M
Vマ
l

，

S
1
4
f
hv
川
'ー

を
除
く
午
前
川
時
か
ら
午
後
4

時
)
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就職を応援する

パνコ!J講習

v講習日程

コース 期 間

A 10月2日・4日・16日・18日

B 10月10日・12日・24日・26日

C 10月30日、11月1日・13B.15日

D 11月7日・ 9日・21日・23日

E 11月27日・29日、12月11日・13日

F 12月5日・ 7日・19日・21日

G 12月25日.27日、1月15日・17日

H 1月9日・11日・23日・25日
現
在
雌
職
中
で
、
就
業
を
希
出

し
て

い
る
お
成
以
上
の
方
を
対
象

に
、
初
心
者
向
け
の
ワ
ー
ド

・
エ

ク
セ
ル

・
屯
子
メ
l
ル
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
誹
習
を
間
排
し

ま
す
。

日

程

上

表
参
照

時
間

A
・
C
・
E
-
G
:
・午
後

3
時
か
ら
9
時、

B
・
D
・
F
-

H
・:
午
前
川
時
か
ら
午
後
4
時

会
場

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
我
孫
子
校

(我
孫
子
駅
前

口
徒
歩
2
分
)

定
員

各
コ

l
ス
旧
人
(
応
一
持
者

多
数
の
助
A
A
H

は
州
選
)

世
周

8
2
0
0円

(テ
キ

ス
ト
代
)

申
し
込
み

・
問
い
合
せ

往

復
ハ
ガ
キ
に
コ
l
ス
、
郵
使

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

屯
間
帯
号
、
返
灯
川
あ
て
先

を
別
氾B
し
、
9
月
初
日

(火

・

必
泊
)
ま
で
に
干
2
7
o
l

-
-
9
2
市
役
所
開
工
制
光

税
宮
(訂
)1
1
1
1
内
線
5

0
4
へ

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
船
上
見
学
会

山
月
は
、
手
引
沼
浄
化
月
川
で

す
。
こ
の
機
会
に
手
賀
沼
を
船
で

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

政
孫
子
市
に
お
住
ま
い
の
方
、

お
勤
め
の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

船
か
ら
手
釘
沼
の
現
状
と
、
湖

上
か
ら
の
長
色
を
ご
附
け
ん
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程

凶
月
日
日
(
日
)

※
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止

議
議
子
野
外
義
鏑
属

今
年
も
布
佐
の
森
で
我
孫
子
野

外
美
術
展
が
刷
他
さ
れ
ま
す
。
実

行
委

μ会
で
は
、
市
民
オ
ー
ナ
ー
、

サ
ポ
l
タ
l
、

一
般
制
作
者
を
必

集
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間

同
月
引
H
(ヒ
)
か
ら

担
口
(
日
)

場
所

布
佐
市
民
の
森
、
相
品
と

そ
の
森

。
市
民
オ
ー
ナ
ー

野
外
美
術
M
棋

を
資
金
的
に
支
え
て
く
れ
る
万

内
容

-
H
2
0
0
0円

(終
f

後
に
作
品
カ
タ
ロ
グ
を
送
付
)

。
サ
ボ
l
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
野
外
美
術
援
を
支
え
て
く
れ
る

万

(短
期
間
で
も
可
)

活
動
期
岡
山
川
7
H
(仁
)
か
ら

白
川
(
け
)

内
容

会
場
案
内
、
広
報
、
作
品

制
作
助
手
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

。

一
般
制
作
者

自
然
の
な
か
で
、

作
品
作
り
に
挑
戦
で
き
る
方

制
作
期
岡

山
刀
同
円
(土
)
か
ら

川
川
初
日
(金
)

内
容

自
然
を
テ
l
マ
と
し
た
、

森
の
自
然
を
壊
さ
な
い
作
品
づ
く

り

(紫
材
は
自
由
)

※
サ
ボ
l
タ
!
と

一
般
制
作
者
の

税
明
会
を
、
9
月
羽
目
(U)午
後

i
時
か
ら
、
布
院
南
近
隣
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

で
岡
田
宮
(的
)
2
4
5
5
へ

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
晶
募
集

和
夫
術
展
開
山
中
の
イ
ベ
ン
ト
や

m 
J青

展
示
作
品
の
写
真
を
器
集
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品
は
、
美
術
展
の
実

施
氾
録
と
し
て
作
成
す
る
作
品
カ

タ
ロ
グ
に
掲
載
し
ま
す
。
滑
っ
て

ご
応
砕
く
だ
さ
い
。

作
品
対
象

美
術
誕
の
イ
ベ
ン
ト

と
作
品
の
写
其

規
格

2
L
サ
イ
ズ
で
横
向
き

資
格

ど
な
た
で
も

応
募
規
定

I
人
3
点
ま
で

(
同

じ
作
品
で
な
い
も
の
)

作
品
の
衷
耐
に
郵
便
排
サ
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
氾
話
番
号
を
明
記
。

作
品
は
原
則
的
に
返
却
し
ま
せ
ん
。

版
楠
は
主
催
者
に
鮒
印
刷
し
ま
す

期
限

日
月
日
日

(上

・
必
消
)

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

布
佐
2

3
6
4
野
外
来
術
展
実
行
愛

μ

会

・
問
問
問
…
行
宮
(的
)
2
4
5
5

集
合
場
所

手
幻
初
公
凶
ポ
l
ト
来

り
場

乗
船
時
刻

午
前

・
午
後
の
希
望

を
取
り
、
応
募
状
況
に
よ
り
決
定

し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

乗
船
時
間
加
分
松
山
を
予
定

参
加
資
格

市
内
花
住

・
布
助
の

方定
員

応

器
い
た
だ
い
た
方
会

μ

が
釆
船
で
き
ま
す

参
加
賀

川燃料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

往
復

ハ
ガ
キ
に
郵
便
祢
サ
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
氾
訴
祢
サ
、
午
前

・

午
後
の
希
望
、
返
信
而
に
宛
先
を

明
記
し
、
同
月
5
日
(
木

・
必
活
)

ま
で
に
我
孫
子
1
8
5
8市
役
所

手
幻
沼
秘
密
(訂
)
1
1
1
1内
線

5
6
8
へ

※
家
版
や
グ
ル
ー
プ
で
山・
し
込
む

場
合
は
、
会

μ
の
氏
名
、
年
齢
、

代
表
者
の
住
所
、
世
話
称
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い子育ての悩みは

家庭児童相談室ヘ

家
出
児
品
川
相
談
宅
で
は
、
子

守
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

長
期
の
休
み
は
、
子
ど
も
た

ち
に
開
放
感
を
与
え
ま
す
。
生

前
時
間
の
乱
れ
、
都
宮
や
服
靴
底
の

変
化
、

-
J然
巡
い
の
札
訴
さ
な

fさわやかタクシー運動j

親切な乗務員
を縫薦してください

県
で
は
、
き
わ
や
か
ハ
l
ト
ち

ぱ
叫
此
辺
助
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

税
切
な
タ
ク
シ
ー
浜
税

μを
抗
附

し
て
い
た
だ
く

「
さ
わ
や
か
タ
ク

シ
ー
述
励
」
を
実
施
し
ま
す
。

押
さ
ん
が
出
会
っ
た
親
切
な
釆

務

μを
推
服
し
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
抗
加
を
受
け
た
品
川
務

μ

は
、
さ
わ
や
か
ハ
l
ト
ち
ば
師
以

尖
践
者
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

P
C
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
募
集

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

教
主

「
P
C
カ
レ
三
ン
」
の
第
竹
一

型
義
者
を
…
話
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
に
は
講
座
時
間
以
外
に

パ
ソ
コ
ン
を
間
肱
し
て
い
ま
す
の

で
、
円
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方

で
も
繰
り
返
し
紙
切
が
で
き
ま
す
。

受
講
料
下
表
参
照
い
ず
れ
も

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
通
信
代
も
含

ど
が
目
立
っ
て
き
た
ら
安
注
意
。

小
く
学
校
生
前
中
心
の
リ
ズ
ム

に
民
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
児
首
相
談
室
で
は
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と
や

悩
み
の
相
談
、
ま
た
、
お
子
さ

ん
本
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
紡
榊
で
す
の
で
、
お
れ
同
特
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
禽
は
聞
く
ん
寸
ら
れ
ま

す。相
畿
日
時

徳
川瑚
川
附
か
ら
金

剛
U

(祝
・
休
日
を
除
く
)
午

前
川
時
か
ら
正
午
、
午
後
I
時

か
ら
4
時

(氾
加
で
の
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
)

場
所

・
問
い
合
わ
せ

家
庭
児

童
相
談
室
(
市
役
所
阿
別
館
2

附
)
宮
(お
)
I
l
-
-
内
線
3

に
d
司

4

み
ま
す
。

※
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
入
力
が

で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

受
時
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

午
前
同
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
に
、

山
般
市
民
プ
ラ
ザ
宮
(幻
)
2
1
1

1
へ
〈
休
館
日
(
以
終
而
今
川
の

休
館
H
参
照
)
を
除
く
〉

。
パ
ソ
コ
ン
相
談
も
ご
利
用
を

ト砂
川
知
4
金
附
円
午
前
同
時
却

が
ん
ば

『
一

-r
イ
ヘ
胎
『
ご

募
集
期
間

9
月
1
日
(
金
)
か

ら
叩
川
引

n
(火)
ま
で

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

タ
ク
シ
ー
車
内
に
白
い
で
あ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

(
ハ
ガ
キ
)

に
必
安
市
唄
を
記
入
し
、
〒
2

7
11
8
5
6
0松
戸
市
小
制

本
7
以
お
飾
地
城
県
以
セ
ン
タ

ー

E
0
4
7
(3
6
5
)
3
0

0
8
へ

TPCカレッジ講座

講座 名 単冗 受講料

ワー ド(ワープロ) 8 21，000円

エクセル(表計算)

初級編 4 15，700円
中級編 4 15，700円

ウインドウズ98 2 4，800円

インターネット 4 15，700円

市
内
小
・
中
学
生

盆
園
大
会
で
大
活
躍

一一一一ーー

。
我
孫
子
中
学
校
が
全
国
中
学
校

選
抜
水
泳
競
技
大
会
女
子
総
合
で

準
優
勝

8
刀
引
日
か
ら
お
円
ま
で
熊
本

山
で
山
制
さ
れ
た
、
郡
山叩川
全
川

小
学
校
選
抜
水
泳
競
技
大
会
で
政

孫
子
中
学
校
が
女
子
総
合
の
加
で

出
優
勝
に
州
き
ま
し
た
。

分
か
ら
正
午
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
な

ん
で
も
相
談

(予
約
制
)
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
民
プ
ラ
ザ
受
付
へ

』

F
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
迦
手
の

皆
さ
ん

あ

び

- ラ

ιd 

ザ〉

て
ま
す

N 
P 
O 

に
充
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

法
人
栴
を
持
つ
と
、
市
助
の
た

め
の
引
務
所
の
所
布
、

U
HT川
の
泣

世
な
ど
法
人
と
し
て
契
約
で
き
、

社
会
的
信
用
が
符
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
の

N
P
O法
人

高
齢
者

・
障
害
者
の
た
め
の
簡
易
な
住
宅
改
善

の
う
ち
、
山
齢
将
や
附
円
将
の
た

め
に
附
劾
な
住
宅
改
内
を
行、っ

「デ
イ
ヘ
ル
プ
」
を
制
介
し
ま
す
。

@
デ
イ
ヘ
ル
プ

現
在
の
会

μ数
は
犯
人
で
、
平

均
年
齢
は
印
歳
。
平
成
6
年
同
月

か
ら
、
定
年
別虚
脱
し
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

O
B
で
日
附
大
工
に
心
仰
の

あ
る
万
を
中
心
に
、
手
す
り
や
ス

ロ
ー
プ
な
ど
を
取
り
付
け
る
市
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
年
同
月
に
は

N
P
O法
人
格

を
取
得
。
6
年
間
に
取
り
付
け
た

手
す
り
は

2
6
2
9本
。
段
定
解

消
、
期
同
制
改
柏市川など
、
9
7
i件

の
依
頼
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

依
相
し
た
万
か
ら
は
、
改
造
山
口

女
子
4
0
0
M
メ
ド
レ
ー
リ
レ

l

(背
岡
町
(
希
さ
ん
、
宮
凹
沙
也

子
さ
ん
、
盟
問
削
U

絵
美
さ
ん
、
蹄

山脇柿
叶
一
さ
ん
)
で
は
、
4
分
話
秒

幻
の
好
タ
イ
ム
で
合
同
優
勝
。
4

0
0
Mリ
レ
l

(寸
間
門
戸
希
さ
ん
、

白
川
梓
さ
ん
、
前
一川
智
絵
売
さ
ん
、

蹄
聴
柿
叶
一
さ
ん
)
は
4
分
位
秒
兜

で
抗
2
位
に
な
り
ま
し
た
。

。
鈴
木
比
呂
美
さ
ん

(我
孫
子

第
四
小
学
校
)
が
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
女
子
走
り

高
跳
び
で
倍
勝

8
M刀
お
円
か
ら
幻
凶
ま
で
京

京
の
国
立
競
技
場
で
問
仰
さ
れ

た
、

m
M冊
全
国
小
学
生
陸
上

競
技
交
流
大
会
女
子
点
り
向
跳

び
で
、
我
係
子
第
川
小
学
校
6

年
生
の
鈴
木
比
川町
尖
さ
ん
が
1

M
M
の
好
況
鮎
で
比
引
優
勝
し

ま
し
た
。

市
は

「市
川
氏
公
H
M
吊
動

・
市
民

恨
業
支
援
指
針
」
を
策
定
し
、
市

民

・
企
業

・
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
市
民
が
社
会
に
頁
献
す
る

情
動
を
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
で
屯
嬰
と
と
ら
え
、

航
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

O
N
P
O
法
人
と
は

社
会
的
仙
命
を
持
っ
て
、
民
間

の
立
場
で
行
動
す
る
非
常
利
組
織
。

特
定
非
営
利
市
動
促
進
法
に
基
づ

き
法
人
格
を
認
証
さ
れ
た
団
体
で

す
。
非
常
利
と
は

「利
読
を
あ
げ

て
は
い
け
な
い
」
の
意
味
で
は
な

く
「
利
椛
が
ヒ
が

っ
て
も
構
成

μ

に
配
分
せ
ず
、
川
体
の
活
動
賀
川

あ

れ

戸ヲ

ιー

れ

が
安
い
、
H
品
川
制
も
り
が
述
く
わ
か

り
や
す
い
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

作
成
写
点
で
改
泣
後
の
状
態
を
けん

ら
れ
る
の
で
安
心
、
な
ど
汗
判
も

上
々
。
時
に
は
、
困
り
引
の
相
談

相
手
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

昨
年
か
ら
は
、
山
齢
将
向
け
パ

ソ
コ
ン
教
官
を
開
始
。
初
め
て
の

・万
で
も
、
氾
子
メ
l
ル
が
で
き
る

ま
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
マ
ス
コ
ミ

で
海
外
に
も
報
道
さ
れ
、
シ
ニ
ア

ベ
ン
チ
ャ
ー

(山
附
お
の
企
業
印

刷
)
の
先
駆
け
と
し
て
布
名
と
な

り、

「続
出
会
川
げ
H
K
行
口
」
な

ど
数
々
の
貨
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

圃
会
員
募
集

デ
イ
ヘ
ル
プ
で
は
、

一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
会

μを
必
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
で
き
る

何
か
が
あ
る
は
ず
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税制什
宮
(位
)
3
7

4
4
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市民図書館 18(月)、25(月)

中央・湖北地E公民間18(月)，23(側、25(月)

鳥 の 博 物 館
18(月)、19(火)、25(月)
26(火)

市民プ ラザ 21(木)

市民会 館 18(月)、25(月)

つつ ~n'ai~祉セント 1861( 月)，23(祝)、25(月)1
2火)

市民体育館 25(月)

ふれあい工房 18(月)、25(月)

項 目

国民年金(払込期限) 29(金)

国民健康保険税第4期 10/2(月)

水道料金 26(火)

下水道受益者負担金第2期 10/2(月)

忘れずに納めましょう

体白書⑫ 舎 周

児 童 手当法改正分の
申請は9月29日までに

児霊手当の対象年齢が、義務教

育就学前(6歳到達後のw初の年

度末)までに広げられました。

新たな対象者が6月分までさか

のぼって受給できる経過措芭は、

9月29日の申請までで終了します。

まだ手続きをしていない方は、

至急、申請をしてください。

なお、支給要件、申請方法等、

詳しくは子育て支援課児童家庭係

官歪(85)1111内線34ワへお問い合わ

せください。

|第 4回 我 孫 子 市景観賞|
公 開審査

景観審議会では景観台の審査を

公開します。

日時 10月2日(月)13時

錫所 市役所分館大会議室

申し込み 当日直接会場ヘ(来場

者多数の場合、入場制限あり)

問い合わせ 都市計画課景観推進

担当ft(85)1111内線5ワワ

|主国一斉司法 書士
無料登記相談

日時 ・掲所 10月4日(水)10時~

1 5時 (12時~ 13時を除くに市役

所本庁舎2階市民相談室

申し込み 当日直接会場へ

問い合わぜ 森怨(6ワ)2727

|定例教育委員会 |

目時 ・場所 9月26日(火)9時30

分、水道局 4階会議室

問い合わぜ 教育委員会総務課

|ボート免許更新講習会|
日時 10月14日(土)11時30分受け

付け、 12時3)うト15時30分 使 効

の方は 16時30分まで)

I易所 さわやかちば県民プラザ

対象 ①免許の有効起~日が平成

7年10月20日から車時8年10月14

日までの方①有効起算白から9

年を過ぎ 10年未満の方

質周 更新・・・1万1000円、失効

1万6000円 (訂正は別途5000同)

必要密類等 写真2枚 (3cmX 3 

cm)、印鑑、免許証のコピー (余

白に郵便番号、住所、電話番号を

記入)

申し込み ・問い合わぜ 必要自類

等を持参し、9月30臼(土)までに

直接、我粥子新田22の?の21小池

勇ft(82)1015ヘ
。公共施投利用の継続的な活動Io:、

慢先的!こi易所ガ確保されているち

のではありまぜん。

|テレホンガイド I~
|ファクスガイド|匡

この広報紙は再生紙を使用 しています

|痴ほうに関する医療相談 |

痴ほうの方を介護しているご家

族の疑問に、老人性痴呆疾患セン

ターの医師がお答えする医療相談

を行います。(相談裂用無料)

日時 ・燭所 9月28日(木)13時30

分~ 15時30分、 在宅介護支媛セン

ター (市役所西別館3階)

申し込み ・問い合わぜ 電話て・介

護支援課介護サービス係官ま(86)14

11へ

|痴ほうの方の家族の集い |
介護方法や日ごろの悩みなどに

ついて‘情報受換してみませんか。

日時 ・揚所 9月28日(木)13時30
分~ 1 5時30分 、 保健センター

対象 痴ほうの方を介護している

家族

参加費 100円 (お茶菓子代)

問い合わぜ 介護支媛課介護サー

ビス係ft(86)1411

|市民手づくリシンポジウム |
プランナー

市民企業行政の「協働のま

ちづくり」の実現に向けた、「市

民手づくりシンポジウムJの企画・

運営に力、かわっていただく、ボラ

ンティアの方を募集します。

期間 10月力、ら 12月ころまで

内容 シンポジウムの企画 (テー

マ設定説師選定) ー運営等

募集人数 10人程度

報酬 終報酬となります

応募方法 ・問い合わt空 電話で9

月27日(水)までに市民活動支援課

市民活動支媛担当ft(85)1111内線

488ヘ

|ふれあい陶芸講座生|
日時 10月14日~平成13年2月10

日までの毎月第2. 4土曜日、 10

時~ 1 5時30分 (全 8 回)

渇所 湖北地区公民館

募集人員 20人 (応募者多数の場

合は抽選)

参加賀 6000円 〈全8回分、材料

詑 (1000円程度)は別途〉

申し込み ・問い合わぜ 往復ハガ

キに訪座名、住所、氏名、性別、

年齢、電話番号を明記し‘9月25

日(月 ・消印有効)までに我孫子

新田34中央公民館公(82)0515へ

※手話通訳が必要な方は、その旨

を記入してください

|フリーバザ-)IJ (ij tf こ ~OOI
出庖書

日時 1 0月 88 (臼 ) 1 0時~ 1 5時

(雨天の場合は 9日に延期)

渇所 我孫子駅北口周辺

募集区画先着80区画

出信料 1区画3000円(間口 3m、

奥行き 2m) 

※飲食許可業者以外の飲食品の取

り扱いはお断りします。

申し込み ・問い合わぜ 9月25日

(月)までに電話または直接フリー

バザール実行委員会(市商工会内)

8(82)3131ヘ
|生活ホーム 「ふろしき JI 
体験入所者 |

体験入所期間 1週間

対 象 療育手帳を持つ知的障害者

所在地 我孫子市新々田

申し込み ・問い合わぜ 電話で石

川公090-7424・3908ヘ

ふれあい工房フリーマーケット
=手作り品・リサイヲル品=

日時 9 月 24 日(日 ) 10時~ 1 4時

渇所 ・問い合わぜ ふれあい工房

合 (86)5500

※23日(祝)は準備のため、15時に

閉館します

女声含唱団布佐ポビーズ潰憂会
一自 然・人 ・ 愛 一

日時 10月 1日(日)14時開演

燭所 印西市文化ホーJレ

入1易料 800円 (全席自由)

娼海 面主潤一
ピアノ 大川明子

曲目 光のとおりみちー三醤晃、

六つの子守政・池辺晋一郎ほか

問い合わせ 岩沼会(89)0145

|庭木の手入れ講座生|
日時 10月7目、14目、 21日、 11

月18目、 25日のいずれも土曜日、

14時~ 1 6時

揚所 中央公民館

対象 ・定員市内在住の方、30人

(応募者多数の場合は抽選。 以前

受講された方はご遠慮ください)

参加賀 500同

申し込み ・問い合わぜ ハガキに

住所、氏名、電話番号、訴座名を

明記し、 9月25日(月必着)ま

でに我孫子新田34中央公民館公

(82)0515ヘ

|夜間書道教室生|

日時 4回コース…火曜日 (月4

回)、2回コースー①第 2 第 4

火曜日 ②第 1・3金曜日、いず

れも 18時3)分~2O時30分 (10月か

ら関諮)

場所中央公民館
か 信

内密 漢字、仮名の基本から

受鴻料(月額) 4回コースー50

00円、 2回コース...2500円

募集人数 名コース先着 15人

申し込み ・問い合わせ 電話また

はハガキで9月30日 (土 ー必着)

までに火曜コース湖北台?の42の

110小笠原雪江公(88)6000‘布佐

平和台2の11の1中村器寺会(89)

3281、金曜コース湖北台 4の?の

15缶ゐ静江公(88)2777へ

|寝たきり予防標語 |
高齢者が社会の中で生きがいを

持って生活できるよう ‘寝たきり

予防の標語を募集します。

応募資格 県内在住・ 在勤 ・在学

の方

応募方活 ・問い合わせ ハガキに

標語 (1枚に 1作品)、住所、 氏

名、年齢、職業、包話番号を明記

し、10月2臼(月 -必着)までに

〒26ひ866ワ千葉市中央区市場町 1

の 1県庁健康増進諜「寝たきり予

防標語募釦係ft043(223沼686ヘ

|健康体操ひまわリの会会員|
日時 ・ 燭所 毎週木曜日 10時~ 11

時30分、 天王台北近隣センター

会費 月額2500円

。無料体験繍習会

日時 ・場所 9月28日(木)10時~

11時30分、天王台北近隣センター

捻参 シューズ、タオjレ

※動きやすい服装でご参加を

申し込み ・問い合わぜ 包話て会

議ft(83)4751ヘ

lA I RA rベトナム料理J講座 |
日時 ・渇南 9月24臼(臼)9時~

12崎、天王台北近隣センター

定員先着25人

郷師 レチチャオ ースオンさ

ん(ぺトナム出身)

参加賀ワ50円

搭参エプロン、ふきん、 鐙記用

具

申し込み ・問い合わせ ハガキま

たはファクスに料理教室希望、住

所、氏名、 電話番号を明記し、9

月20日(水 ・必着)までに我孫子

142のlAIRA事務局企(83)12

31、図(83)2005ヘ

|第25回即売バザー |
市の福祉増進のための即売バザ

ーを開催します。ぜひご来場を。

日時 9月24日(臼)10 時~ 1 48寺

場所 市民会館

問い合わぜ 社会橿祉協議会合

(84)1539 

'ボランテイア養成講座
楽しいおもちゃを作ってみまぜんか

日時 9月27日(水)9時30分受け

付け、 10時~ 12時

錫所 天王台北近隣センター

参加費無料 〈おもちゃ図書館の

ために作品を 1個作っていただき

ます。持ち帰り希望の方には材料

を実費 (200円)でおわけします〉

指参 縫い針、糸切りハサミ

申し込み ・問い合わせ 電話でボ

ランティアセンター合(85)5233ヘ

l 我孫子つリ方の会講漬会

穂 町の「間引き縞 JI羽る日本人の霊轍

日時 ・湯所 9月30日(土)13時30

分~ 16時、市民会館 (入場無料)
t<1!'ねらのりこ

調師 萩原法子さん(日本民族学

会員)

申し込み ・問い合わせ

路公(82)ω61ヘ

千葉県生涯大学校公開講座
日時 11 月 14 日(火) 1 0時~ 15時

渇所 総戸市民劇場(松戸市本町)

内容 高齢者の社会参加、初めて

のパソコン

対象 ・定員県内在住の60歳以よ

の方、先着 150人

受縞料 無料

申し込み・問い合わせ 往復ハガ

キに「東葛飾学園」、住所 、氏名 、

年齢、電話番号、返信面のあて先

を明記し、 10月31日 (火 e 必着)

までに干271・0094t公戸市上矢切

299の 1生涯大学校東葛飾学園会

047(368)1796ヘ
.少年非行を考える講演と
コンザートのタベ

日時 ・渇所 9月25臼(月)18時30

分~21 時 10分‘ アミュゼ柏

入錫料 2500円 (全席自由)

問い合わぜ 寝室h (44)1425
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日時 9 月 29 日(金) 10時~ 1 2時

煽所 市民会館 (参加無料)

テーマ j A S~去の改正ポイン ト

調師 農林水産省東京農林水産技

術センター職員

定員 先着30人

錆参 筆記用具

申し込み ・問い合わせ 電話で商

工観光課ft(85)1111内線329ヘ

|第4回 あらき園祭 |
日時 10月 1 日(臼) 1 2時~ 1 5時30

分 (雨天実施)

内聖書 スタンプラリー、ミ二パザ

一、湖北中吹奏楽部演奏、小規模

福祉作業所の出居ほか(入場無料)

渇所・問い合わぜ あらき園舎

(88)4188 

|市民親睦ゲートボール大会l
日時 10月18日(水)9時 〈雨天の

場合は20日(金)に延期〉

燭所 市ゲートボーjレ場 (つつじ

荘隣り)<参加無料〉

参加資絡 市内在住の方

チーム編成主将以下7人

申し込み ・問い合わせ ハガキに

チーム名、代表者の住所、氏名、

電話番号を明記し、 9月29日 (金

必着)までに寿 1の 13の27我孫子

市商工会公(82)3131ヘ

'我孫子中学絞同窓会設立5周年
チャリテ ィ ーコルフ大会

日程・渇所 11月20日(月)、我孫

子ゴルフ倶楽部 (雨天実施)

対象 市内在住 ・在勤の方または

我孫子中学校卒業生

定 員先着180人

プレー費 約2万円(昼食代含む)

参加費 3000円

親授方法 18ホール (新ぺリア)

申し込み・問い合わせ 往復ハガ

キ (1 ;枚に4名まで可)に参加者

全員の住所氏名・ 電話番号 ・性

別生年月日、返信函に代表者の

あて名を明記し9月308(土 -必

着)までに布施2334の 1飯田茂2

(82)0974 (夜間のみ)ヘ

第 6回民謡発表会
SRと踊りの共演をお楽しみください

日時 9月24日(臼)10時間演

燭所湖北地区公民館

入渇料 無料

問い合わぜ 中野公(88)1791

1我孫子将棋大会 |
日時 9月 1ワ日(日)、23日(祝)、

24日(日)いずれも 10時から

場所 金子卓球場(市役所近く)

参加費 1500円 (昼食代含む)

申し込み ・問い合わぜ 電話で金

子怨(82)3394へ


